
学校法人福岡女学院 人財育成プログラム 

１）3 ヵ年計画イメージ図 

 
２）研修体系概要 

 大学設置基準の改正により 2017 年 4 月 1 日より SD が義務化される。これまでの本学で取り組んで来た研修をまずは５つのカテゴリに分類

し体系化する。これまで、人事課としては外部資源を活用し、専任職員を対象とした研修を積極的に案内してきた。2017 年度は他組織と連携

し、教職員を対象とした全体研修会もとりまとめ案内をしていくこととする。 

【概要一覧】                          【カテゴリと内容の関連性】 

 

３）研修対象者及び研修開催月 

 

福岡女学院　人財育成プログラム

　　　　　　　　　　　３ヵ年計画
͍͑͌ ʾὋ ⁷ⱫὊְ

2016年度

1年目

2017年度

2年目

2018年度

３年目

■求める人材像

直面する諸課題を自らの力とチームワークで克服し、

新しい学校づくりに挑戦する積極果敢な人

■事務職員 クレド・行動規範
１．私たちは教育に携わるものとしての意識を持ちます

・ 公私混同せず、モラルに反する行動はしません
２．私たちは全ての人に奉仕する者としての意識を持ち仕事をします

・ 自分にできることは何かを考えます
３．私たちは相手の立場に立った仕事をします

・仕事の目的を考えて取り組みます
４．私たちは居心地のよい職場作りに努めます

・笑顔を大切に、気持ちの良い挨拶をします
５．私たちは「つながり」を大切にします

・お互いを尊重し、尊敬する心を忘れません

■理事長スローガン

改革と伝統が共存する福岡女学院
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目的③

研修参加に対してのミスマッチを防止

目的②

意識改革

目的①

ＳＤ義務化に向け周知
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■文科省提言

教職共同・戦略スタッフとしての職員
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福 岡 女 学 院 事 務 職 員 研 修 規 程
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数値的目標設定
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４）参加パターンについて 

 2016 年度同様に３つの参加パターンを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） 面談制度について 

2016 年度同様に事前・事後面談を実施する。研修参加にあたり同僚の理解と協力を促すために「課内回覧」欄を設けることとした。 

  

以上 

 


